
質
問

質
問

絆　辻内　裕也

答
弁

答
弁

　持続可能な行財政運営について市長の考えを問う。

　私の政治姿勢の核にも据えているが「次の世代へ

の責任」と「今を生きる市民の付託」に可能な限り

応えていくことが、望ましい持続可能な社会の実現

に繋がると考えている。社会環境が大きく変化する

中、市民の皆様の多種多様なニーズに応え、市民サー

ビスを持続的に提供していくには、限られた財源や

資源を有効に活用するとともに、既存事業の見直し

や発想の転換など改革が必要である。

　今後も厳しい社会状況が続くものと心しているが、

今を生きる市民の皆様の暮らしの満足度を高めつつ、

次世代への責任もしっかりと堅持し、行財政運営に

努めていきたい。

　基金の運用方法について問う。

　基金残高１０８億５，４３１万円の内、現金保有

分の１０８億４，４０５万１千円を定期預金などで

運用し１，２５９万円を株式で保有している。預金

の預入先は、利率の見積もり合わせにより金融機関

を決定している。今後の運用については、基金を一

括して定期預金としてまとめ大口化して有利な運用

となるよう努めていきたい。

　勤労者持家促進対策預託金、勤労者教育資金対策

預託金は合計９，０００万円で予算全体に占める割

合は低くない。最近、融資実績は減少傾向で平成

３０年度新規利用者も０だが事業を継続するのか。

　融資の状況等、総合的に勘案して検討する。

質
問

桑風クラブ　佐藤　肇

答
弁

多世代共生型施設「福祉ヴィレッジ」計画について

　山崎乳児保育所・療育センターを含む福祉関連

４施設が江場地内にあるが、かねてから、老朽化

が進んだこれら４施設を一体化した「福祉村」と

しての再編・整備を提案してきた。従って、今回

の「福祉ヴィレッジ」構想自体は賛成したい。

　一方、今回の計画は、現在の場所７，８００㎡

に対し、伝馬公園は６，１００㎡と面積も狭く、

桑名願証寺の跡地であり遺跡の試掘調査で大量の

墓石・人骨等も発掘される等課題も山積している。

　３･７･１２月、計３回の地元説明会を傍聴し、

そこでの意見は「質問への回答が不十分」「計画の

全体像が見えない」「歴史ある伝馬公園の存続」「現

在の場所での整備を求める」等、異論・反対・課

題の多さを指摘する意見が多数を占めた。

　現在の場所でも創意工夫により施設利用者への

影響を最少限として整備も可能と考えられる。

　また、昨年３月定例会では「地元への説明や同意」

等を求める意見を付して可決したが、これが尊重

され事業推進されているのか。今後の取り組みに

ついての考えは。

　当初、現在の場所での整備を検討していたが、

現在の施設を利用する保護者等の意見や工期等も

考え伝馬公園での整備を推進することとした。

　今後、理解が得られるよう取り組んでいきたい。

質
問

質
問

絆　冨田　薫

答
弁

再
質
問

再
答
弁

答
弁

維持補修費について

　市民一人当たりの維持補修費は、平成１９年度で

は４，７１４円、平成２８年度は３，２６６円と１

０年間で右肩下がりになっている。ガタガタの道路

や雨漏りする学校施設などをきちんと修繕するべき

ではないかと考えるが、財政の最高責任者として副

市長はどのように考えているのか？

　国からの交付税が５年間で３～４億円減額され、

維持補修費まで削減しなければならないくらい厳し

い財政状況が続いてきた。維持補修費を削減するこ

とが良いこととは思っていない。平成３２年度以降

は維持補修費の増額も真剣に考えていく。

地域食堂・子ども食堂について

　子ども食堂や地域食堂を立ち上げたいとか、手伝

いたいなどの声を市民の皆様から多くいただくが、

桑名市としては何ができるのか。

　子ども食堂は高齢者・障害者を含む地域住民の交

流拠点に発展する可能性があり、地域共生社会の実

現に向けて大きな役割を果たす可能性がある。県の

作成する「子ども食堂開設ハンドブック」をご案内

させていただくなど、子ども食堂の活動に関して運

営者や関係者と連携・協力を図っていく。

　子ども食堂の運営には学校の協力が必要と考える

が、教育委員会としてはどのように考えるか。

　開催予定やボランティア募集などの案内を通して

教員や関係者にも共通認識を持っていただき連携し

ていくことは重要と考えている。

質
問

質
問

公明党桑名市議員団　森　英一

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

空調設備 ( エアコン ) 設置について

　２０１９年夏までに設置は可能なのか？仮に間に

合わない場合の対策と設置後の運用方法は？

　可能な限り数多く供用開始できるよう努めること

とし、その割合を審査項目の評価の加点対象として

いる。設置後の運用は、子どもたちを空調設備のあ

る教室に移すなど、早目早目の対応で、子どもの健

康を最優先しながら、ランニングコストの抑制、学

校独自の省エネに向けた取り組みを行い、環境教育

も進めていく。

高齢者の移動手段について

　デマンド乗合タクシー、国土交通省事例等の他市

の検証はどうか？

　運転免許返納者も増えており、運転手不足の解消

など公共交通へのニーズが高まっている。今後、自

動運転実証実験を行うなど様々な手段を検討し、デ

マンド乗合タクシーの検証もさらに進めていく。

防災 , 減災の担い手育成について

　市の職員、さらに自主防災組織や自治会での、防

災スタッフ育成計画は？

　業務継続計画や災害時受援計画を今年中に完成さ

せ、どの職員がどの部署に配属されてもスムーズな

災害対応ができるように努める。自主防災組織にリー

ダー研修の推薦を依頼し、訓練や防災講話時にも広

く参加の呼びかけをおこなっている。

質
問

質
問

日本共産党桑名市議団　石田　正子

答
弁

答
弁

財政基盤の確立について次の世代に責任ある財政に

　財源確保について。

①市税収入の見込みについて

②合併特例債の活用と今後について

③基金の現在高と活用について

　①２０１９年当初予算の見込みでは、市税収入全

体として２１５億７，８８４万６千円で、前年度比

０．５％増である。

　②合併特例債の発行期限を最大限に有効活用する

ため、５年間の延長手続きを進める予定である。

　③平成３０年度末の財政調整基金の残高は約４１

億円の見込み、普通会計における基金総額は平成

２９年度末から１２億円余増の１０２億円を見込ん

でいる。

　「財政健全化」の取り組みと市民ニーズに応える財

政運営ついて。

　財政健全化の取り組みを継続的に推進することが

必要と考える。

　多様化、複雑化する市民ニーズに的確に応えてい

くために、今後も事業の優先順位を見極め、財政健

全化の取り組みと市民ニーズへの対応の両立ができ

るように財政運営に努める。

質
問

質
問

質
問

絆　倉田　明子

答
弁

答
弁

答
弁

平成３１年度桑名市一般会計予算

　道路維持の新規事業「スマート自治体推進事業費」

の調査業務を問う。

　市民満足度調査において「道路」に関する重要度

が高いにも関わらず満足度が低かった。スマートフォ

ンを公用車に搭載して市道を走行することで自動的

に道路の凸凹情報を収集、数値化しデータ解析を行

い、今後の修繕・改修に活用する。３年間の債務負

担行為を設定し日々変化する路面情報を的確に把握

することを継続的に調査する。

　外国人児童生徒教育推進事業費は３０年度からほぼ

横ばいである。外国人児童生徒増に対応できるのか。

　外国人児童生徒数は１０年前から約２倍になってお

り母国語は１３言語と多言語化している。現在は１６

名の国際化担当教員で対応しているが入管法の改正に

より更なる増加も見込まれ苦慮している。県事業の継

続・拡充・人員増加を要望していくとともにＩＣＴ機

器の活用も視野に入れながら対応を考える。

　教育ＩＣＴ環境整備費は約 1千万円増額されている

が新学習指導要領に向けての準備はできたのか。ま

た、教職員の働き方改革への影響を問う。

　児童生徒用タブレット端末、普通教室に常備の大

型提示装置、校内ＬＡＮ構築等を計画し、子どもた

ちが主体となる学びを進めていく。小中学校全ての

常勤教職員に校務用パソコンを配備し、マスターパ

ソコンを増やすとともに、他市で成果を上げている

統合型校務支援システムを導入し校務効率を上げる。

質
問

絆　森下　幸泰

答
弁

答
弁

持続可能なまちづくりのために

　桑名市のまちづくりにおけるＳＤＧｓの取り組み

について、現在、市が行っている施策や各種の計画

策定に際しての取り組みは？

　本市の各部局で取り組んでいる施策・事業につい

て、 ＳＤＧｓの理念をもとに、複数の目標から総合的

にアプローチし横断的連携を図ることや、 目標を設

定・進捗を管理することは有意義であるとの認識の

もと、 ＳＤＧｓの推進に努めてまいりたい。

　ＳＤＧｓの理念である「誰一人取り残さない」持

続可能な社会の実現に資する取組みを推進し、わか

りやすく市民に対し見える化を進める「実効性」の

高いＫＰＩ（目標値）の設定ができるよう、また、「柔

軟性」の高い運用ができるよう検討を進めていく。

　ＰＤＣＡをまわし実効性のあるレビューを行うた

め、会議や審議会をスクラップ＆ビルドして体制を

見直す必要もあるのでは？

　会議や審議会によっては委員の重複もある。共通

化できる部分は共通化するなど合理化を図り、審議

の効率を高めることで、深い議論ができるよう検討

を進めていく。

防災について

　過去の災害からの教訓と今後の課題は？

　台風２４号の際には避難所を移動していただく事

例も発生してしまい、今後の避難所の開設に生かし

ていく。カンパンが固くて食べられないという声も

あり、缶入り食パンなどの備蓄に努めていく。

質
問

桑風クラブ　満仲　正次

答
弁

質
問

答
弁

「多度地区小中一貫校多機能複合化事業」について

　この事業について一向に進展が見られない。昨年

１１月にまちづくり推進課・教育委員会で共同発行

しているかわら版によれば「地域と一緒に作り上げ

られるように、まず市の考え方を入れた素案を作成

し、来年３月を目指して自治会に提示する」と記載

されている。今後、地域住民への周知及び意見聴取

についてどのように展開されていくのか。

　Ｈ２９年度に自治会連合会・地域・保護者説明会

等を経て、地元自治会連合会へ市の考え方を示した

「たたき台」の資料を作成することとした。今後、地

域の皆様の理解が得られるように努めていきたい。

　多くの課題があり意見集約は難しくなりつつある。

たたき台の資料等で「反対」の意見が多数を占めた

場合、この事業を「白紙」にされるのか。

　丁寧な対話に努め理解が得られるように推進して

いきたい。

子どもの人権擁護について

　子どもの命・人権に関わる報道が連日のようにさ

れ心が痛む毎日である。当市の児童虐待に関する状

況やその取り組みについて所見を求める。

　Ｈ２５年度２１４件、Ｈ２６年度２２４件。その後、

調査方法が変わり新規件数としてＨ２８年度８９件、

Ｈ２９年度１４２件、Ｈ３０年度１月現在１４１件と

増加傾向にある。児童相談所・警察・学校等と一層

連携を図り子どもの安全確保を最優先に取り組んで

いく。

質
問

質
問

絆　太田　誠

答
弁

答
弁

市役所、総合医療センターまでＫ－バスの運行を！

　昨年４月から多度・長島の総合支所が地区市民セ

ンターとなり、行政拠点が変更されたことで、市民

は直接市役所まで行かなければならなくなったが、Ｋ

－バスは依然として多度・長島町内を循環している。

急速に高齢化が進む中で、市役所、総合医療センター

までＫ－バスの運行と運行本数の倍増を！

　これまでＫ－バスは多度・長島の町の中を循環す

るという形で運行してきた。そうした中で太田議員

からの指摘どおり、市民センター化に伴って多度・

長島の中だけで行政事務が完結できなくなっている。

また、桑名に新しい総合医療センターができたのに、

直接、公共交通で行きにくい状況があるということ

は、大変賛同するところでもある。

　そのような中で、部長会議においても、多度・長

島から、特に両センターから市役所までを直接つな

ぐような公共交通の必要性についての提案も受けて

いるので、しっかりと受けとめて、今後の公共交通、

Ｋ－バスの走らせ方についてしっかりと考えていき

たい。

ふるさと多度文学館と長島輪中図書館について

　図書館の図書購入費は、１０年前と比較すると

６５％以上削減されている。読書は健康寿命を伸ばす

効果もあるので、図書購入費の拡充をお願いしたい。

　読書について改めて関心を持っていただき、一人

でも多くの方に図書館をご利用いただけるよう、来

館者の増加に向けて、様々な取り組みに努めていく。

質
問

桑風クラブ　諏訪　輝富

答
弁

答
弁

避難施設について

　①市全域の津波・高潮避難施設の課題、②長島地区

における避難施設整備について。

　①津波避難ビルとして、公民合せて桑名地区に

２２か所、多度地区２か所、長島地区に７か所の合

計３１か所を設定しており、今後も協力いただける

施設があれば、協定の締結に向けて取り組んでいく。

また、高潮浸水関係では、各避難所で浸水想定を行い、

その使用可否の見直し結果を早急に公表していきたい。

　②H１９年に長島防災コミュニティセンターを整備

し、北部地区にくすのき園運動防災公園を造成中で、

Ｈ３４年の盛り土完成を目指している。

避難所開設時における課題について

　避難状況について。

　台風２１号では、午前７時に避難準備高齢者等避難

開始を発令、避難所６０か所を開設して、４２か所に

１９０世帯２９９名が避難された。また、台風２４号

では、午前８時に避難準備高齢者等避難開始を発令、

避難所６０か所を開設して、４１か所４３４世帯７２

６名が避難された。午後２時に高潮の危険性が高まり

避難勧告を発令するとともに、４か所５６名の方々に

避難所移動してもらった上で、浸水の恐れのある避難

所８か所を閉鎖し、同じく浸水の恐れがある体育館な

どに避難されていた方々にも校舎の上階に移動しても

らった。今後は、身近な避難所がどの災害種別の避難

所なのか等といった情報発信を検討し、より実効性の

ある避難所開設、運営に取り組んでいく。

質
問

質
問

桑風クラブ　水谷　憲治

答
弁

答
弁

多度地域における観光施策について

　『多度天然プール』は９０年の歴史があり、地域で

は夏の観光の目玉である。期間中約２万人超もの来

場者がある貴重な観光資源。市が公共施設運営形態

見直しをしていることなどから廃止されるのではな

いかという市民の声がある。存続を求める。

　『稼ぐ観光』等の視点で見直しを行っているが、天

然プールは重要な観光資源と認識しており、現時点

で廃止するという考えはない。

　幼老共生への市の取り組みについて

　少子高齢化社会と言われる時代において桑名市も

深刻な問題となっている。市内の１４地区の高齢化

率が全国平均を上回っているなかで『地域共生社会』

を実現するために社会全体が繋がる事が必要と考え

ている。一例として、高齢者と子ども達が触れ合う

施設や様々な事業展開を図れば、保育・教育の視点

においてのみならず、子育て世代の方も働く時間が

確保できるのではないか。

　市の進める地域包括ケアシステムに基づき子ども

と高齢者が触れ合う事業等、その取り組みを進めて

いる。また、同一敷地内に高齢者と子どもの施設を

設置することで、今までにない密な交流ができると

考えている。子どもと高齢者に留まらず、全ての地

域で多世代にわたる交流が図られ地域で生き生きと

暮らし続けるための共生社会の実現に向け施策を進

めていきたい。

　　　　　　

質
問

質
問

桑風クラブ　仮屋　武人

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

団体への補助金一律カットについて

　平成２６年度に市内団体への補助金を一律２０％

カットされた。各種団体の役割が一層重視される中、

必要なところに必要な分を届ける仕分け作業があっ

ても良かったのではないか？

　苦渋の選択で原則２０％削減を示し実施した。後

の各種補助金に関する状況について影響及び調査を

おこなったところ『事業を見直した、縮小させた』

の回答を真摯に受け、見直しを行う。

映画誘致の効果について

　大河ドラマ『いだてん』の中で、第 1 話目に大き

く桑名市の六華苑が登場した。今回、大河ドラマに

取り上げられたことにより市内はもちろん、全国に

『桑名』をアピールできた。映画誘致の現状と効果を

教えて欲しい。

　映画やドラマを誘致し桑名市をアピールしたり、

エキストラを募集し撮影の支援をする『桑名フィル

ムコミッション』が平成２２年度に設立され積極的

に『桑名ブランド』発信に努めている。効果は数字

で表しにくいが、大きな効果が出るよう努力する。

少年野球グラウンド不足について

　グラウンド数も少なく、料金も値上がりして使用

しにくい状況である。何とかしてほしい。

　比較的空きのある野球ができる施設として長島運

動公園や多度アイリスパークグラウンドがある。こ

ちらの利用も検討して頂きたい。子ども達が安心し

てスポーツに取り組めるよう努めていく。

絆　南澤　幸美

答
弁

防災対策の推進について

　伊勢湾台風６０年事業、災害時受援計画について。

　伊勢湾台風の襲来から６０年目となり、今年を「防

災意識向上元年」と位置付け、市民の皆様と一緒に

なって積極的に防災・減災対策に取り組んでまいり

たいと考えている。４月からは、職員を国・県に派

遣し連携を密にしていくとともに、防災専門監を採

用し、引き続き、様々な面から防災力の向上に努め

ていきたい。また、事業の内容としては、毎年、イ

オンモール桑名において、地域住民の方々の防災意

識の向上を目的とした「防災フェア」を開催している。

今年はより内容を充実させ、高台への避難訓練や、

自主防災組織による避難所運営訓練のほか、桑名医

師会様にもご協力いただき、応急救護所の設営や応

急措置、救急搬送訓練、また、あかりプロジェクト

桑名様の伊勢湾台風の語り部による講話などを行い

たいと考えている。

　次に、災害時受援計画は、災害が発生した際に他

の自治体などから職員や支援物資のほか、ボランティ

アなどを効率的に受け入れるためのものである。こ

れにより、現在、策定中のＢＣＰ（業務継続計画）と

併せ、災害直後から受援体制を含めて職員がスムー

ズに災害対応にあたることができるようになると考

えている。また新たに星見ヶ丘地区に整備中の防災

拠点施設とＢＣＰを最大限に生かすためにも、受援

計画を策定し、防災体制を強固なものとしていく。

質
問

質
問

桑風クラブ　市野　善隆

答
弁

再
質
問

再
答
弁

答
弁

命山整備について

　長島伊曽島地区に津波避難場所を整備する調査関

連予算が計上された。地元自治会連合会からコンク

リート工学等の専門家の知見や地元協議も踏まえた

要望書も提出されている。命山と避難タワーの双方

にメリット・デメリットもある。今後の取り組みに

ついて所見を求める。

　地質調査を行い、その結果に基づき、工法や事業

費等の検討をする。都市計画法等に合わせた整理も

必要があると考えている。

小中一貫教育について

　２０２０年度から連携型の小中一貫教育が始まる

が、地域・保護者に周知されているとは感じられない。

各地域で育んできた小中連携の事業・研修等が中止・

希薄化していると感じられる部分もある。現状と今

後の取り組みについて所見を求める。

　Ｈ３０年度は、小中一貫教育の理念や授業改善の

必要性の理解促進を目指し、学校管理職や小中一貫

教育担当教員を対象にした周知研修や現状と課題に

ついて話し合うワークショップ等を実施した。管理

職を中心に、一定の理解と授業改善のイメージが醸

成され、中学校ブロックの授業改善の手順・構想が

出来上がりつつある。

　中学校へ分散進学する７小学校の対応は。

　学校間で調整し、小６児童が中学校を訪問する際、

同一日に同じプログラムで体験学習等ができる環境

となるように調整している。

質
問

フォーラム新桑名　伊藤　真人

答
弁

答
弁

都市計画の見直しについて

　①公平な課税について。②インターチェンジ周辺の

開発と企業誘致について。

　①都市計画税が賦課されない市街化調整区域の住

宅地と賦課されている周辺の市街化区域の住宅地が、

同様の土地利用がなされているにもかかわらず、各々

の都市計画区域区分が異なっていることは適正とは

言い難く、市街化区域へ変更することが望ましい。

　②企業誘致が促進されることは、税収確保や雇用

促進に効果的である。市街化調整区域の利便性の高

い地域において、有効活用できるよう事業者との協

議・手続きを迅速に図っていく。

公共交通について

　新たな交通ネットワークと自動走行について。

　安全面も含めて他市の事例を参考にし、従来のシ

ステムに代わる新たな交通ネットワーク（自動運転）

の導入の調査、研究を行う。

防災について

　①デジタル同報系防災無線整備について。

　②津波避難マウンド「命山」について。

　③防災拠点施設 ( 星見ヶ丘 ) 整備について。

　①デジタル化により、従来の個別受信機が使用不

可能となる為、代替え手段の検討を進める。

　②本年、長島地区に於いて、場所・規模・整備内

容等の検討や、測量・地質調査を行う。

　③平常時は地域コミュニティーの場として利用し

やすい施設となるよう意見を聞きながら進める。

質
問

質
問

公明党桑名市議員団　畑　紀子

答
弁

再
質
問

再
答
弁

答
弁

市民満足度調査について

　今後の課題として、特に市民の暮らしやすさに直

結する地域の身近な課題においては、それぞれの地

域における特色や実状を十分に把握したうえで、事

業の優先度を定め、迅速に対応する必要があること

から、市長が自ら地域に出かけ、直接地域住民と課

題を共有することで、実効性のある対策を考えてい

るとのことだが、どのように行うのか。その方法と

内容を問う。

　手法やスケジュールについては、現在調整段階中

であるが、地域活動の主要団体であり、地域要望の

取りまとめをしていただいている２９地区の自治会

連合会に赴くことから開始したいと考えている。　

ふるさと応援寄附推進事業について

　①現状・推移 ②申し込み方法について問う。

　①平成２０年度より導入。２７年度には寄付金額

が３億２，８００万円になったがその後は減少し今

年度は約２億５，０００万円。要因は返礼品におけ

る自治体間競争の過熱。本市もエコー年賀はがきの

導入や申し込み WEB サイト主催イベントに参加して

いる。

　②インターネットからアクセスする以外に郵便・

FAX、窓口でも対応。今後も寄付金収入が継続的に見

込まれるよう全国発信できる取組みを推進したい。

　ふるさと納税自販機というものがあるが、観光地

にあれば寄附が集まるのではないか。

　詳しく調査研究していく。

質
問

質
問

無会派　愛敬　重之

答
弁

答
弁

学校教育施設について

　施設の安全性について。

　国からは「非構造部材」の

耐震対策について平成２７年

３月改訂版「学校施設の非構

造部材の耐震化ガイドブック」

により、学校設置者や学校の役割を明確にし、具体

的な点検項目や対策の方向性が示されている。教育

委員会では、３年に一度の「建物定期点検」の実施

をしており、「非構造部材」である天井材や照明器具

等の点検を行っている。今後は、よりガイドブック

に沿った非構造部材の点検項目を充実し耐震化に努

めていく。また、学童保育所を含めた施設の管理者

についても、日常的な見回り･点検の周知徹底を図る。

働き方改革について

　勤怠管理システム導入について。

　出退勤システムや給与システムについて、既に導

入されているが、それぞれが連動されておらず、また、

出張命令や復命書はそれぞれ単独に事務処理してい

る状況で事務処理誤りに繋がる危険性もあることか

ら、基本的なルールを再三周知している。近隣他市

へ聞き取り調査をしたところ、出退勤システムと時

間外計算は連動し、旅費は予め登録された場所なら

自動計算し、上司は電子承認決裁をして支出命令に

繋がるようである。引き続き、本市の導入については、

導入済みの他市を調査･検証し情報収集に努める。　

質
問

質
問

日本共産党桑名市議団　多屋　真美

答
弁

答
弁

質
問

答
弁

介護タクシーについて

　利用希望の数に対して、介護タクシーの数が足り

ていない。市が交付しているタクシー券を、他市の

タクシー会社でも使えるように、また介護タクシー

の事業者に対しての補助、病院や消防署などと連携

して、サービスを行うなどの検討は出来ないか。

　現在の福祉タクシーの把握、近隣自治体における

利用状況、稼働状況などを勘案しながら、調査研究

をしていく。

障害者支援について

　補助金の支給方法、物品の支給など、障害者の方

の要望、現状に見合ったものに出来ないか。

　日常生活用具の給付は、他市町の状況を調査しな

がら、個々の障害の状態や生活の状況に応じ、より

よい事業になるよう努める。

公立保育所・幼稚園の老朽化について

　老朽化した保育所、幼稚園の園舎の修繕計画はど

のようになっているか。

　保育所、幼稚園を巡回し園舎の現状を確認する中

で、優先順位を決め、緊急的な修繕が必要な場合は、

その都度、修繕を行っている。大規模な修繕につい

ては、公共施設マネジメントの観点から、総合的に

検討していく。

質
問

無会派　伊藤　研司

答
弁

乳幼児・児童虐待、教師の児童への

性的暴力を含めた虐待事件をなくすために！

小学校の空き教室を児童館的役割を持った ( 仮称 ) 地

域コミュニティ集会所に！

　このテーマの必要性を語ろうとすると、私の中で

は、以下の事件が思い出されて来る。

　①２００１年６月に池田小学校で起こった児童へ

の無差別殺傷事件。この事件では、８名の児童が殺

害される。私は、この時から「擁壁で学校を閉鎖す

るのではなく、地域に開放し、地域の目で児童の成

長を見守る必要性がある」と訴えてきた。

　②２０１１年に大津市の中学２年生男子が同級生

からイジメを受け、自殺した事件。

　③東京都目黒区の５歳女児が父親に虐待され死亡

した事件。

　④千葉県野田市小学４年生の女子児童が、父親か

らの虐待・暴力で亡くなった事件。

　⑤２００７年に発覚した桑名市の小学校での、男

性教師による教え子への猥褻 ( わいせつ ) 事件等々か

ら、多くの目で児童を見守る必要性があると考える。

　教育委員会では、２０２０年までに全ての小・中

学校をコミュニティ・スクールにし、学校運営協議

会を設置する。

　その中で、議員提案の地域コミュニティ集会所や、

地域の人材を活用した体験活動なども、より持続可

能で具体的な取り組みとして、学校と家庭と地域そ

れぞれの役割を明確にしながらご議論いただく。

絆　水谷　真幸

答
弁

再
質
問

再
答
弁

答
弁

教育ニーズの多様化について

　外国人児童生徒の増加への対応如何。

　外国人児童生徒は、現段階で１３５名となってお

り、国際化対応教員等の人数、支援時間が限られて

いることから、教員の空き時間や長期休暇中を活用

し、日本語指導、補充学習を行っている。引き続き、

増加が見込まれる外国人児童生徒への対応に努めて

いきたい。

　特別支援教育の対象となる児童生徒の増加への対

応如何。

　小学校について申すと、特別支援教育の対象とな

る児童は、市内全児童数の概ね１０人に１人の割合

になっている。今後とも適切な支援の推進に努めて

いきたい。

教職員の負担軽減について

　教職員の業務負担の現状如何。

　教職員の担う業務は授業以外にも多岐にわたる。

学校の教職員だけでなくスクールハートパートナー、

スクールソーシャルワーカーなど専門性を持った職

員を配置し、チームで諸課題に対応している。

　教職員の負担を軽減するためにも、地域の人を巻

き込んでいく学校経営が求められると思うが、どう

か。

　学校が担うべき業務を改めて整理した上で、コミュ

ニティ・スクールの設置など、学校・家庭・地域の

連携を促進し、役割分担・適正化を図っていくよう

支援していく。

質
問

無会派　伊藤　惠一

答
弁

答
弁

だまされてはいけない！！

小中一貫教育校（今、

桑名にある９つの中

学校の敷地内に６０

０～１，４００人超

の小学校を建てよう

という計画）のウソ

   桑名市の小中一貫教

育・校【あり方『答申』】

に反し、ＷＨＯ（世界保

健機関）は小学校規模は｢最も教育効果が高い｣として、

《１００人以下》を勧告しているが、その正否はいか

がお考えか。

　議員ご指摘のように、小学校で１００人以下の規

模を考えると、１学年１６人程度の単学級となり、

確かに、子ども一人ひとりを個別指導できる時間が

増え、教師による知識の補充が充実するという点に

おいては、教育効果が期待できると認識している。

　しかしながら、社会に必要な力を身につけるため、

子どもたちができるだけ多様な考えに触れることで、

自分の考えを醸成していくことが望ましく、一定の

規模の確保は重要と考えている。

市民の命を守るため長良川河口ぜき撤去の申し入れを

　台風２１号の高潮予測も操作できず厳重に抗議を。

　議員ご指摘の２０１８年９月４日のせき操作に関

し、適切に行っていただいていると認識している。

質
問

絆　成田　久美子

答
弁

答
弁

公立幼稚園について

　１１園に編成され新しいスタートを切った矢先、

休園が出る現状から少子化に伴う幼稚園の「認定子

ども園」に向けての将来構想と現状取り組みについ

て。

　本市の状況をしっかりと分析し、子どもたちにど

んな力をつけたいか、そのために就学前教育をどの

様に進めたらよいのかを考え、私立の保育園・幼稚

園の認定子ども園への移行なども含め関係所管と連

携し検討していく。２年保育実施園で「預かり保育」

が行われるようになり、未就園児をもつ保護者に幼

稚園を実際に知ってもらえるような園解放を行い周

知に取り組んでいる。

空き家対策について

　空き家の現状と課題及び今後の施策について。

　本市には現在２，３９２件の空き家があり、その

中で８２件が危険な空き家である。空き家の増加を

防ぐため啓発や指導を行っている。空き家バンクで

の発信に努め、市街化調整区域での利活用を促進し、

柔軟に対応できるように検討していきたい。

市民自治について

　桑名市を一つの家族と考え、市政の現状を共有し

興味関心がもてる新しい市民参加の創出について。

　家族のように団結し課題を共有し解決に向け進も

うとする姿は、本市が目指すまちづくりであり、今

後も全員参加型市政を進めたい。

質
問

絆　渡辺　仁美

答
弁

答
弁

子育て支援策について

　待機児童問題。きょうだいが入園するとき同じ保

育園に入園できず、別々の園に通わざるを得ないケー

スがある。働く親にはとても負担であるが改善策は。

　入園申し込み希望に添えずきょうだいが別の園に

通う件は現状２４世帯あり、これは潜在的な待機児

童であると認識する。今後このような事態が起こら

ない様、平成３１年度４月から利用調整基準の見直

しを実施する。また窓口でも申し込みについて随時

相談を受け付ける。

　小規模保育所と卒園後の転園対応について。

　転園については、申し込みを受け付ける際の利用

調整時に加点することで配慮している。２０２０年

度からは卒園後の受け皿となる連携施設の確保が義

務化される予定で、国の動向を注視し、確保の推進

に努めたい。通園可能な範囲において保育所を希望

していただけるように、きめ細やかな対応に努めて

いく。

　市ホームページ子育て情報の充実について。

　昨年末行われた子育て世代におけるニーズ調査な

どから、５年前の調査より広報やホームページなど

の情報は、安心安全に子育てをするうえで欠かせな

いものであると認識している。今後市民の方により

一層わかりやすい情報の発信に努めると共に、安心

して子育てができる街づくりに取り組みたい。
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高齢者等への買い物支援策について

　現状把握と移動販売車導入等の仕掛けは。

　高齢者の方から身体の具合が悪く歩くこともまま

ならず買い物に行けない、近所の商店がなくなった

りして買い物に困っているという声があることは認

識している。移動販売車の導入は、単に商品を届け

るだけの宅配では得られない買い物に集う人とのふ

れあいや、買い物をすることの喜びを得られること

から、先進事例を参考に研究していきたい。

桑名駅西土地区画整理事業について

　蛎塚益生線の開通目標と馬道地区での事業推進は。

　全線開通時期は未定だが、丁寧な交渉を進めなが

ら早期整備に向け努力していく。また、馬道地区に

ついては、地区の皆様からもご意見を頂戴している

ことから、喫緊の課題と捉えている。今後は、建物

補償等についての事業費を確保し、事業を進めてい

きたい。

在良地区隣接地の開発 ( 病院・住宅・店舗 ) について

　開発による雨水の排水経路、蓮花寺川と蓮花寺地

区の浸水地への影響は。

　排水経路としては、主に蓮花寺川に流れる経路が

計画されている。それぞれの開発には、法令によっ

て調整池が設置されることから、放流先である蓮花

寺川への影響を及ぼすことのない計画となっている。

また、今回の排水経路としては、計算上、蓮花寺浸

水地への影響はないものと考えている。
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つじ　うち　　　ゆう　や

おお　た　　　まこと

みなみ ざわ　　  ゆき　みいち　の　　　 よし  たかい　とう　　　  ま　さとはた　　　のり　こ

す　 わ　　　  てる  とみみず  たに　　  のり  はるかり　や　　 　たけ  ひとあい きょう　　  しげ  ゆき

い　とう　　　けい  いちなり　た　　  　く　  み　  こわた なべ　　　さと　みこん　どう　　 ひろし

た　や　　　なお  みい　とう　　　けん　じみず  たに　　    ま　ゆき

さ　とう　　　はじめとみ　た　　　かおるもり　　　えい  いちいし　だ　 　   まさ　こくら　た　　　　あき　こもり　した　　  ゆき  やすまん じゅう　　　まさ  つぐ
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…
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由
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つ
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点
や
不
明
な
点
を
問
う
こ
と
。

●
一
般
質
問

…

　
議
員
が
本
会
議
で
一
般
事
務
や
将
来
に
対
す
る

　
方
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ど
市
政
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